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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  身体を支持する身体支持部を有する機器に設置され、前記機器の使用者の生体情報を検
知する生体情報検知装置であって、
  前記身体支持部が支持する前記身体の一部に向けて電波を照射する照射部と前記照射部
が照射した電波が前記身体の一部で反射した反射波を受信する受信部とを有する検知ユニ
ットと、
  前記身体支持部の一部を構成し、前記照射部が電波を照射する前記身体の一部を支持す
る検知支持部と、
  前記検知ユニットを配置する底部と、前記底部から前記検知支持部が前記身体の一部を
支持する面まで立ち上る側部と、前記側部の上端において外側に拡がるフランジ部と、を
有する枠体と、
  を備え、
  前記検知支持部は、前記側部の内側に亘って配置され、
  前記検知支持部の前記身体の一部に対する硬さは、前記検知支持部以外の前記身体支持
部の前記身体の一部に対する硬さより柔らかい、
  生体情報検知装置。
【請求項２】
  前記検知支持部は、弾性部材から構成されることを特徴とする請求項１に記載の生体情
報検知装置。
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【請求項３】
  請求項１または２に記載の生体情報検知装置と、
  前記検知ユニットを直接に支持する支持体と、
  前記身体支持部を含む座面と、
  を備え、
　前記底部の下面は、前記支持体に取り付けられた椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報検知装置および生体情報検知装置を備えた椅子に関し、特に生体を
支持して生体情報を取得する生体情報検知装置および生体情報検知装置を備える椅子に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を取得する技
術が知られている。例えば、特許文献１は、加速や減速等により運転者の身体全体が前後
に動いた場合であっても、心拍数や呼吸数を正確に検出することを目的とした心拍呼吸検
出装置を開示する。この心拍呼吸検出装置は、運転者に電磁波を照射すると共にその反射
波を受信するための送受信器と、照射波と反射波の周波数変化を基に演算して心拍数、呼
吸数を求める演算処理装置とを備え、送受信器をシートベルトの運転者の身体が当たる面
に取り付ける。これにより、運転中に運転者の身体が前後に移動したとしても、送受信器
が常に運転者に密着させられているので、心拍数や呼吸数を正確に検出することができる
。
【０００３】
　また、特許文献２は、長時間の使用に対しても構成部材の機構的な経時変化が無く、長
期間にわたって正確な生体信号を検出することを目的とした生体信号検出装置を開示する
。この生体信号検出装置は、少なくとも上面板を有する箱体と、箱体内に配設された磁気
センサとを備え、上面板を可撓性と軟磁性とを有する材料から構成される。また、本文献
は、矩形の固定板と、固定板上に載置されたスペーサ部材と、スペーサ部材に形成された
孔内に設けられた磁気センサと、スペーサ部材上に載置されたシート状の軟磁性部材とか
ら構成されている生体信号検出装置を開示する。固定板は、アルミニウムや合成樹脂製の
非磁性材料からなり、スペーサ部材は、発泡剤である発泡ポリスチレン又は発泡ウレタン
等の非磁性材料からなる。スペーサ部材のほぼ中心位置には磁気センサを収納する孔が形
成差される。また、磁気センサは、スペーサ部材よりも背丈が低くなっており、軟磁性部
材がスペーサ部材上に載置された状態では軟磁性部材との間に空隙が形成されるようにな
っている。この生体信号検出装置は、例えば、被測定者が静養するベッドの下や枕の下あ
るいは便座などに設置される。そして、被測定者の微動によって磁気センサと軟磁性部材
との間の間隔が変化し、磁気センサからは間隔の変化に対応する微動信号が出力される。
【０００４】
　また、特許文献３は、検出精度の高い生体振動周波数検出装置を開示する。この生体振
動周波数検出装置は、被検者にマイクロ波を照射し、その反射波を受信する複数のマイク
ロ波送受信器と、複数の反射波に基づく心拍信号を用いて相互相関処理を実行し、その処
理結果を用いて被検者の心拍数を検出するＣＰＵとを備える。これにより、相互相関処理
の結果を用いて心拍数を検出することができる。このため、反射波の１つがノイズを含む
としても、このノイズの影響を小さくすることが可能となり、心拍数の検出精度を高める
ことができる。
【０００５】
　また、特許文献４は、乗員の生体信号の精度の劣化を防止する生体信号検知装置を開示
する。この生体信号検出装置は、自動車の乗員の生体信号を検知する生体信号検知装置で
あって、電波式の無変調ドップラーセンサにより前記乗員の動きを検知するセンサ部と、
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センサ部の出力の位相変化に基づいて、乗員の生体信号を抽出する生体信号抽出部と、セ
ンサ部の出力の位相変化量の積分値に基づいて、センサ部と乗員との推定距離を算出する
距離算出部と、推定距離に基づいて、生体信号の信頼度を判定し、信頼度が低い場合には
生体信号の出力を中止する生体信号出力判定部とを備える。この生体信号検出装置は、セ
ンサ部は、乗員が着座する座席の背もたれ部などの乗員の後方に設置され、生体信号出力
判定部は、推定距離が所定の距離閾値以上である場合に、生体信号の信頼度が低いと判定
して、生体信号の出力を中止する。
【０００６】
　また、特許文献５は、生体を支持する弾性部材の構成との関連において生体検知センサ
を適切に配置し、生体情報を確実に検出し得る生体情報検出装置を開示する。この生体情
報検出装置は、生体を支持する弾性部材に長尺の生体検知センサを配置し、これに生体を
押接して生体情報を検出する装置において、弾性部材は、生体検知センサの中間部を支持
する部分の可撓性が両端部を支持する部分の可撓性より大である。例えば、弾性部材とし
て、中間部を支持する部分に用いられるシート母材が、両端部を支持する部分に用いられ
るシート母材より柔軟な素材とされる。あるいは、弾性部材は、生体検知センサの中間部
を支持する部分の裏面側に空隙（凹部または切欠）を有する。この生体情報検出装置では
、乗員がシートクッションに着座し、シートバックが押接されると、弾性部材の凹部及び
切欠部分は両端部分より撓み易いので生体検知センサと共に屈曲し、乗員の呼吸に伴い、
生体検知センサの中間部の圧電体に圧力変動（振動）が生じ、圧電効果によって発生する
夫々の電圧信号が出力される。
【０００７】
　また、特許文献６は、着座者の生体電位に応じた電気信号を検出するシート状センサを
設置した車両用シートにおいて、静電気によるノイズを除去して、着座者の心電信号等の
生体電気信号を安定して計測可能な車両用シートを開示する。この車両用シートのシート
バックは、着座者の心拍を計測可能なシート状センサを備え、シートフレームにクッショ
ンパッドを載置して、トリムカバーで被覆されている。トリムカバーの外表面には上下方
向に延在する幅約２０ｍｍの帯状の導電布を配設する。導電布を配設した部分は、外側か
ら、導電布、表皮、ワディングの３層構造となっている。シートバック内に引き込まれた
導電布の自由端はＪフックを備え、下部フレーム架設部に掛止されることによって、導電
布の一部と下部フレーム架設部とが接触して通電可能な状態となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－２６０６９８号公報
【特許文献２】特開２００２－０４５３５０号公報
【特許文献３】特開２００９－０５５９９７号公報
【特許文献４】特開２０１０－１２０４９３号公報
【特許文献５】特開２０１４－０８７４７３号公報
【特許文献６】特開２０１５－１２３３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確に取得
する生体情報検知装置および生体情報検知装置を備えた椅子を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
  上記課題を解決するために、身体を支持する身体支持部を有する機器に設置され、機器
の使用者の生体情報を検知する生体情報検知装置であって、身体支持部が支持する身体の
一部に向けて電波を照射する照射部と照射部が照射した電波が身体の一部で反射した反射
波を受信する受信部とを有する検知ユニットと、身体支持部の一部を構成し、照射部が電
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波を照射する身体の一部を支持する検知支持部と、検知ユニットを配置する底部と、底部
から検知支持部が身体の一部を支持する面まで立ち上る側部と、側部の上端において外側
に拡がるフランジ部と、を有する枠体と、を備え、検知支持部は、側部の内側に亘って配
置され、検知支持部の身体の一部に対する硬さは、検知支持部以外の身体支持部の身体の
一部に対する硬さより柔らかい生体情報検知装置が提供される。
  これによれば、検知支持部以外の身体支持部の硬さは相対的に硬くして生体の表面と検
知ユニットの距離変動を抑え、また検知支持部の硬さは相対的に柔らかくして生体の表面
の圧迫を抑えることで、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を
正確に取得する生体情報検知装置を提供することができる。さらに、これによれば、身体
の一部と検知ユニットの距離を一定に保つことで、生体情報を正確に取得することができ
る。
【００１１】
　さらに、検知支持部は、弾性部材から構成されることを特徴としてもよい。
　これによれば、弾性部材により外部からの振動を吸収することで、生体情報を正確に取
得することができる。
【００１３】
  また、上記課題を解決するために、上記の生体情報検知装置と、その検知ユニットを直
接に支持する支持体と、その身体支持部を含む座面と、を備え、底部の下面は、支持体に
取り付けられた椅子が提供される。
  これによれば、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確に
取得する椅子を提供することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確
に取得する生体情報検知装置および生体情報検知装置を備えた椅子を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る第一実施例の生体情報検知装置を車両のシートに設置した、（Ａ）
概略図、（Ｂ）座面に配置された生体情報検知装置を拡大した断面図。
【図２】本発明に係る第一実施例の生体情報検知装置の、（Ａ）平面図、（Ｂ）断面図。
【図３】本発明に係る第二実施例の生体情報検知装置の、（Ａ）平面図、（Ｂ）断面図。
【図４】本発明に係る第二実施例の生体情報検知装置を車両のシートに設置した概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
＜第一実施例＞
　図１乃至図２を参照し、本実施例における生体情報検知装置１００を説明する。生体情
報検知装置１００は、人間の身体ＢＤの一部を、直接的または間接的に支持する身体支持
部ＢＳを有する機器ＣＨに設置され、その機器ＣＨの使用者の生体情報を検知する。ここ
で、人間の身体ＢＤの一部を支持する身体支持部ＢＳを有する機器（器具・器械・機械の
総称）とは、具体的には、たとえば、人が座る椅子やソファ、人が横たわるベッド、病院
内に設置される身体検査機器、車両や航空機内に設置され人が座る座席などを言う。
【００１７】
　人間の身体ＢＤの一部を支持する身体支持部ＢＳとは、椅子等では座面や背もたれ面、
ベッドではマットレス上面等をいう。身体支持部ＢＳは、人間の身体ＢＤの一部が直接的
・間接的のいずれかで接すればよく、人が衣服を着用して間接的に接触して支持すること
でもよい。身体ＢＤの一部とは、椅子等の座面では臀部や太腿であり、椅子等の背もたれ
やベッド等では背中が一般的である。身体検査機器では、人の肢体のいずれであってもよ
い。
【００１８】
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　使用者の生体情報とは、本明細書においては、心拍数（脈拍数）や脈波の大きさ、呼吸
数や呼吸の大きさをいい、これらに由来しない皮膚や筋肉の動きを生じさせる咳やくしゃ
みなどは含まない。
【００１９】
　本実施例における生体情報検知装置１００は、図１（Ａ）に示すように、車両に搭載さ
れる機器である椅子ＣＨ、所謂シートＣＨの座面ＳＦや背もたれ部ＢＫに設置されるもの
である。座面ＳＦや背もたれ部ＢＫの表面は表皮で覆われており、身体ＢＤの一部が身体
支持部ＢＳに接する面はその表皮である。この場合、身体支持部ＢＳは、座面ＳＦや背も
たれ部ＢＫに配置される弾性部材、所謂クッションであり、身体ＢＤの体重の一部を支え
る。身体ＢＤの一部は、たとえば車両の運転者であるシートＣＨの使用者の大腿部や背中
である。シートＣＨは、内部に、強固なフレーム等である支持体ＳＰを備え、生体情報検
知装置１００は、その支持体ＳＰに取り付けられる。
【００２０】
　生体情報検知装置１００は、図１（Ｂ）および図２に示すように、生体情報を検知する
検知ユニット１０と、身体支持部ＢＳの一部を構成し、身体ＢＤの一部を支持する検知支
持部２０と、検知ユニット１０を搭載する枠体３０とを備える。検知ユニット１０は、身
体支持部ＢＳが支持する身体ＢＤの一部に向けて電波（照射波Ｗ１）を照射する照射部１
１と、照射部１１が照射した電波が身体ＢＤの一部で反射した反射波Ｗ２を受信する受信
部１２とを有する。照射する電波（照射波Ｗ１）は、生体の皮膚表面で反射する周波数の
電波であればなんでもよいが、通常マイクロ波が好ましい。なお、図１（Ｂ）は、図１（
Ａ）に示された椅子ＣＨの座面ＳＦに設けられた生体情報検知装置１００を拡大した断面
図である。
【００２１】
　受信部１２が受信した反射波Ｗ２は、通常心拍や呼吸の生体情報を検出するために処理
を行い、その生体情報を利用する外部の装置等に伝達される。検知ユニット１０は、生体
の皮膚表面は心拍や呼吸により微細に動いているので、照射波Ｗ１と反射波Ｗ２の周波数
の変化に基づいてその動きを検出する。したがって、生体の表面の微細な動きを制限しな
いように、生体情報を検出するための身体ＢＤの一部に対しては、圧迫などの力を加えな
い方が好ましい。
【００２２】
　検知支持部２０は、身体支持部ＢＳと同様に身体ＢＤの一部を支持すると共に、照射部
１１が電波を照射する身体ＢＤの一部を支持する。すなわち、検知支持部２０は、シート
ＣＨの使用者の生体情報を取得するための身体ＢＤの一部を支持する部分である。検知支
持部２０は、照射部１１が照射した電波を反射波Ｗ２として反射する身体ＢＤの一部を支
える。検知支持部２０の身体ＢＤの一部に対する硬さは、検知支持部２０以外の身体支持
部ＢＳの身体ＢＤの一部に対する硬さより柔らかい。
【００２３】
　硬さとは、所謂硬度であり、たとえば椅子やマットレスに使用される軟質ポリウレタン
フォームに対する硬さ試験（ＪＩＳ　Ｋ６４０１）における硬さとしてよい。硬さは、ニ
ュートンで示され、値の小さなものは値の大きなものより柔らかい。したがって、検知支
持部２０の硬さの値は、検知支持部２０以外の身体支持部ＢＳの硬さの値より小さい。
【００２４】
　また、身体ＢＤの一部に対する硬さは、図１（Ｂ）に示すように、矢印の大きさとして
示される。検知支持部２０以外の身体支持部ＢＳの硬さは相対的に硬く、身体ＢＤの一部
を大きな力を以って支持する。一方、検知支持部２０の硬さは相対的に柔らかく、身体Ｂ
Ｄの一部を小さな力を以って支持する。このように、検知支持部２０以外の身体支持部Ｂ
Ｓの硬さを相対的に硬くすることで、この部分で身体ＢＤの体重の大半を支持し、これに
より生体の表面と検知ユニット１０の距離変動を抑えることができる。
【００２５】
　また、検知支持部２０の硬さを相対的に柔らかくすることで、生体の表面の圧迫を抑え
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ることができる。このように、検知支持部２０以外の身体支持部ＢＳにより生体の表面と
検知ユニット１０の距離変動を抑え、かつ、検知支持部２０により生体の表面の圧迫を抑
えることで、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確に取得
する生体情報検知装置１００を提供することができる。
【００２６】
　なお、身体ＢＤの一部に対する硬さは、検知支持部２０に用いられる弾性部材である材
質自体の硬さに基づいて実現されてもよいし、大きさや形などの構造に基づいて実現され
てもよい。たとえば、検知支持部２０と検知支持部２０以外の身体支持部ＢＳにおいて、
同じ硬さの弾性部材（たとえば、軟質ポリウレタンフォーム）を使用するが、検知支持部
２０の弾性部材の厚さを薄くしたり、切欠きを設けるなどして弾性部材を撓み易くするこ
とで、相対的に検知支持部２０の身体ＢＤの一部に対する硬さを柔らかくしてもよい。な
お、検知支持部２０が弾性部材から構成されることで、弾性部材により外部からの振動を
吸収することができ、生体情報を正確に取得することができる。
【００２７】
　また、枠体３０は、検知ユニット１０を配置する底部３１と、底部３１から検知支持部
２０が身体ＢＤの一部を支持する面まで立ち上る側部３２と、側部３２の上端において外
側に拡がるフランジ部３３とを有する。底部３１の下面は、シートＣＨに備えられる強固
な支持体ＳＰに取り付けられ、枠体３０自体が、シートＣＨに取り付けられる。底部３１
は、平面視で矩形をなし、矩形の底部３１の上面に検知ユニット１０を固定し配置する。
側部３２は底部３１の縁から検知支持部２０が身体ＢＤの一部を支持する面まで立ち上っ
ているので、検知ユニット１０は、枠体３０の中に収められているように配置され、支持
体ＳＰに間接的に支持される。
【００２８】
　底部３１の大きさと側部３２の高さは、検知ユニット１０の照射部１１が照射する電波
が拡がっても直接身体ＢＤの一部に当たる程度の関係を有すればよい。側部３２の高さは
、身体支持部ＢＳの上面と一致する高さに設けられ、フランジ部３３は、側部３２の上端
において外側に底部３１とほぼ相似形に拡がり、身体支持部ＢＳの上面と一致するように
構成される。
【００２９】
　この場合、検知支持部２０は、側部３２の内側の平面視全面に亘って、かつ底部３１か
ら検知支持部２０が身体ＢＤの一部を支持する面まで亘って配置される。なお、枠体３０
は、身体支持部ＢＳや検知支持部２０より硬い金属や樹脂から形成されることが好ましい
。かかる枠体３０を備えることで、身体ＢＤの一部と検知ユニット１０の距離を一定に保
つことで、車両の振動など心拍または呼吸以外に由来する生体表面の変位などの影響を軽
減して心拍または呼吸などの生体情報を正確に検知することができる。
【００３０】
＜第二実施例＞
　図３を参照し、本実施例における生体情報検知装置１００Ａを説明する。なお、重複記
載を避けるために上記実施例と同じ部分には同じ符号を付け、異なる部分を中心に説明す
る。生体情報検知装置１００Ａは、生体情報を検知する検知ユニット１０と、身体支持部
ＢＳの一部を構成し、身体ＢＤの一部を支持する検知支持部２０Ａとを備える。生体情報
検知装置１００Ａは、上記実施例に存在した枠体３０を有さない。
【００３１】
　身体支持部ＢＳは２層からなり、２層の内の支持体ＳＰに近い下層には、検知ユニット
１０が収められる穴が設けられ、２層の内の身体ＢＤの一部に接する上層には、身体支持
部ＢＳが収められる穴が設けられる。検知ユニット１０は、支持体ＳＰに直接取り付けら
れ、身体支持部ＢＳの下層に設けられた穴に配置される。身体支持部ＢＳの上層とほぼ同
じ厚さで形成された検知支持部２０Ａは、身体支持部ＢＳの上層に設けられた穴に配置さ
れ、座面ＳＦにおいて身体支持部ＢＳと一致するように構成される。
【００３２】
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　身体ＢＤの一部に接する上層に設けられる穴の平面視大きさは、支持体ＳＰに近い下層
に設けられる穴の平面視大きさに比し、大きい。身体ＢＤの一部に接する上層に設けられ
る穴の平面視大きさとその上層の厚さは、検知ユニット１０の照射部１１が照射される電
波が拡がっても直接身体ＢＤの一部に当たる程度の関係を有すればよい。
【００３３】
　検知支持部２０Ａ以外の身体支持部ＢＳの硬さは相対的に硬く、身体ＢＤの一部を大き
な力を以って支持する。一方、検知支持部２０Ａの硬さは相対的に柔らかく、身体ＢＤの
一部を小さな力を以って支持する。このように、検知支持部２０Ａ以外の身体支持部ＢＳ
の硬さを相対的に硬くすることで、この部分で身体ＢＤの体重の大半を支持し、これによ
り生体の表面と検知ユニット１０の距離変動を抑えることができる。また、検知支持部２
０Ａの硬さを相対的に柔らかくすることで、生体の表面の圧迫を抑えることができる。こ
のように、検知支持部２０Ａ以外の身体支持部ＢＳにより生体の表面と検知ユニット１０
の距離変動を抑え、かつ、検知支持部２０Ａにより生体の表面の圧迫を抑えることで、生
体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確に取得する生体情報検
知装置１００Ａを提供することができる。
【００３４】
　図４に示すように、生体情報検知装置１００Ａは、シートＣＨの様々な場所に配置する
ことができる。脈動を取得する場合、生体情報検知装置１００Ａは、心臓の場所に近い背
もたれ部ＢＫの上部に配置されることが好ましい。また、ハンドル操作の影響を受けない
生体情報を取得する場合、生体情報検知装置１００Ａは、背骨軸に沿った特に腰の辺りに
配置されることが好ましい。また、呼吸等の上半身の動きの影響が小さい生体情報を取得
する場合には、生体情報検知装置１００Ａは、太腿付近に近い座面ＳＦに配置されること
が好ましい。このように、生体情報検知装置１００Ａは、シートＣＨの身体支持部ＢＳに
内蔵することで、シート部品の影響を避けることができ、生体情報を取得し易い場所に容
易に配置することができる。かかる生体情報検知装置１００Ａを備えたシートＣＨ（椅子
ＣＨ）は、生体を支持すると共に、生体の心拍数や呼吸数などの生体情報を正確に取得す
ることができる。
【００３５】
　なお、本発明は、例示した実施例に限定するものではなく、特許請求の範囲の各項に記
載された内容から逸脱しない範囲の構成による実施が可能である。すなわち、本発明は、
主に特定の実施形態に関して特に図示され、かつ説明されているが、本発明の技術的思想
および目的の範囲から逸脱することなく、以上述べた実施形態に対し、数量、その他の詳
細な構成において、当業者が様々な変形を加えることができるものである。
【符号の説明】
【００３６】
　１００　　生体情報検知装置
　１０　　　検知ユニット
　１１　　　照射部
　１２　　　受信部
　２０　　　検知支持部
　３０　　　枠体
　３１　　　底部
　３２　　　側部
　３３　　　フランジ部
　ＣＨ　　　機器（椅子、シート）
　ＳＦ　　　座面
　ＢＫ　　　背もたれ部
　ＢＳ　　　身体支持部
　ＳＰ　　　支持体
　ＢＤ　　　身体
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　Ｗ１　　　照射波
　Ｗ２　　　反射波
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